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ごみの資源化率が減少傾向

保存と開発の両方を行っている 市が廃棄物削減に取り組んでいる 手作り・ものづくり文化がある
以下のような保存と開発を行っている。
歴史街道が保存される一方で、それ以外は
刷新され続け、景観の衝突や、なじみの風景
・関係の喪失が起きている。

保存

開発
市街地再開発 ( 昭和 40 ～ 50)
駅前再開発 ( 現在進行中 )
商業施設 ( 枚方 T-site)

枚方宿保存
歴史街道保存
くらわんか文化の復興 ( 五六市 )

枚方市は廃棄物削減に向けて市が独自の
活動を行っている。環境問題に意識を
向け始めた。

活動事例
環境フェスタごみ減量フェア
食べのこサンデー
生ゴミ堆肥化講習

「趣向を凝らして人をもてなす」という
枚方市の文化にちなんで五六市という
手作り市が毎月開催される等、ものづ
くり文化が根付くまち。

市の目標資源化率 40％に対し現在の資源化率は
20％前後となっている。資源化率は減少傾向で
あり、資源化量も伸び悩んでいる。
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( 図 1) 資源化量と資源化率の推移

枚方市では、ごみの分別を行っているものの
その種類は 4 種類と少ない。( 最多の地域は
45 種類 ) ごみの分別種類の少なさと便利さが
ごみへの関心を下げ、資源化率減少の原因の
1 つになっていると考えられる。

ごみの分別種類が少ない

1
2
3
4

一般ごみ

空き缶、びん、ガラス類

PET、プラ製容器包装

紙類
( 図 2) 枚方市のごみ分別種類（粗大ごみ等直接持ち込みの物を除く )

https://www.city.hirakata.osaka.jp/cmsfiles/contents/0000010/10757/wake2.pdf

混雑する駅前ロータリー

枚方市駅はバス利用者数が 4000 人 / 日と市で一番
多く、駅利用者数も大阪で 3 番目に多い。そのため
駅前は多数の車とバスで混雑しており、歩行者が
安心できる場所がない。
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住所 :　　　　〒573-1191 大阪府枚方市新町１丁目１－１府公社枚方団地 ( 現在解体中 )
敷地面積 :　　7,287.87 ㎡
構造・構成： RC 造、地上 4 階建て 5 棟 120 戸 ( 元の団地）　　　　
用途 :　　　　住宅団地　→　体験型リサイクルごみステーション
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ごみ活とは
体験型ごみステーションにおける体験の総称。

「ごみ活動」・・・分別等業者が担うごみ処理過程の一部を体験。
「ごみ活用」・・・収集したごみを活用し、創作活動を行う。
「ごみ活学」・・・ごみについての学びを発展させ、実践に活かす。

  ｰ　処理過程の一部を担うことでごみに関心と責任をもつ　　　  

目的・予想される効果
ごみ活の体験がリサイクル活動を加速させる

リサイクル効率の向上 ( 右図 )
ｰ　資源になる前に繰り返し使える状態の良いごみを出す　　  

　  

ｰ　日常動作を共有し居合わせることで顔なじみができる　　  
非常事態に強いまちづくり

リサイクル

消費

資源 or 焼却処分

現状水平リサイクル率は 1～ 2割

ー築 65 年団地を活用した体験型ごみステーションー
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人は生活していく中で日常的にごみを出す。ごみステーションに置かれたごみは、街の外れにあるごみ処理場で知らないうちに処理される。
ごみを出す行為と、その後の処分･リサイクルという行為が切り離されているため、一度ごみステーションに出したごみの行方について意識する事はない。

そこで、人通りの多い駅前にごみステーションを配置し、ごみ捨てからごみが生まれ変わる一連の流れを市民が自らの手で体験できるようにすることで、ごみと環境に対する関心を高めることを目的とする。



枚方市民

枚方市民

枚方市民業者

業者

元と同じ物

カスケードサイクル
(ダウンサイクル)

アート展示
作品販売

従来

提案

これまで業者が担っていた細かいごみの分別を枚方市民が行うことで、リサイクルの効率化と、1 人 1 人のごみ削減意識の向上を図る。加えて、リサイクルされたものを利用し、ワークショップや地域アーティスト
を通してごみをアートに変えるアップサイクルを行う。作品を通して「ひらかた夢工房」( まちの外れの清掃工場で日用品の修理や加工を行う団体 ) 等、ローカルアーティストの活動をアピールする機会ともなる。

プログラム

ダイアグラム
設計手法を以下に図式化する。これまで、ごみ出しからごみが生まれ変わるまでがバラバラに扱われてきたが、ごみ活では、ごみがアートになるまでを一連の流れとして捉え、

連続的なルートを構成する。そうすることで、ごみを分別し生まれ変わらせるまでの流れをひとつの日常動作として認識するようになる。

ごみを生まれ変わらせる一環の流れが日常動作ごみに関する動作がバラバラ▼ ▼

市民
ごみ持ち込み

業者
ごみを運ぶ

作業員１
分別・洗う

作業員２
加工する

アーティスト
創作する

美術館等
展示・販売

1．市民
ごみ持ち込み

2．市民
ごみを洗う

3．市民
ごみ分別

4.市民 /アーティスト

加工・創作

5．市民
学ぶ、実践

6.市民 /アーティスト

展示・販売

団地活用とごみ活の共通点
ごみ活を枚方団地で行うことの利点を以下に記す。

再開発のため解体が決定している 「ごみ」となった団地を活用することは
ごみ活の見本としてふさわしい。

同じ間取りが４層かさなっている

細長い空間が連なる

上下階で、分別するごみと使うごみの種類を
一致させるのに適している。

分別したごみがアートになるまでの
一連の流れを順番に辿るのに適している。

細かい間仕切りがある
37 種類のごみの分別を行うのに適している。
アートの展示する壁が多くあり、展示空間
として使いやすい。

手選別ライン
ごみ分別

溶かす・粉砕等
素材・資源

水平リサイクル

埋め立て主に焼却
元と別の物

(
元には戻らない)

アップサイクル

クリーンセンター
リサイクルセンター

ごみステーション
回収ボックス

ごみ持ち込み

枚方市民

ごみ回収

集めるごみの分類

金属類 紙類 布類

バイオマス類

プラスチック類びん類

危険物類

衣類・毛布
その他布

粗大ごみ

金属製
木製

布団、絨毯類、畳
塩ビ製品、ゴム製品

アルミ缶
スチール缶
スプレー缶

金属製キャップ
雑金属

プラ製容器包装
その他プラスチック

白トレイ
ペットボトル

プラスチックキャップ

透明びん
茶色びん

その他色びん
一升瓶、ビール瓶

不要品類

まだ使えるもの

ごみの持ち込みは枚方市民のみ可。生ゴミや、おむつ・トイレットペーパー等の燃やさなければならないゴミ以外のごみを分別回収する。分別は下記の 9 種類 37 分別とする。

新聞・チラシ
段ボール
雑誌・雑紙
白色紙パック
銀色紙パック
白色紙カップ

紙芯

シュレッダーくず
その他紙

陶磁器・ガラス
鏡・水銀体温計
電球、蛍光灯

乾電池
廃バッテリー
ライター

割り箸、木・竹製品

推定ごみ量 (1 週間）

資源化ごみ　26t
粗大ごみ　17ｔ

＜家庭系ごみ＞
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https://drive.google.com/file/d/1ujpLVRR
37A-M7A72iBTpDbKzyyzPj4pt/view?usp=sharing



No.1

おおきいごみ棟

No.2

ちいさいごみ棟

粗大ごみ等のおおきいごみを分別する。車からごみを運だすこと、リユースショップから車へごみを運ぶことを考慮してロータリーの横に配置。
布類ごみの上に手芸教室を配置するというように 1 階で分別するごみを材料とする工房を上階に配置する。団地の同じ間取りが高さ方向に連なるという特性を活かし、
ごみとその工房の場所を上下で揃えることで、ごみから創作の流れに連続性を持たせる。

比較的小さいごみを分別する。ペットボトルなど洗う必要のあるごみはアートサイクル棟にあるクリーニングルームで、洗ってから分別する。
ここでも１階のごみと上階の工房で扱うごみの種類、位置を一致挿せる。プラスチック等のごみの加工には本来巨大な機械を使用するが、ここでは容易に制作可能な
小型機械を使用する。

①　　　　②　　③

⑭　⑬　　⑫　　　⑪　⑩ ⑨　　⑧　　⑦　　⑥

㉕　㉔　㉓　　㉑　　㉒　⑱　　⑰　　⑯　　⑮

㉖　　㉛　㉚　㉙　㉘

ガラス粉砕機 ガラス粉砕機

簡易プレス機 粉砕機

1 階平面図　S＝1/300

2 階平面図　S＝1/300

3 階平面図　S＝1/300

4 階平面図　S＝1/300

㉘電球・蛍光灯
㉙乾電池
㉚廃バッテリー
㉛ライター
㉖陶磁器・ガラス

⑮透明びん
⑯茶色びん
⑰その他色びん
⑱一升瓶・ビール瓶

㉒その他プラスチック
㉑プラスチック製容器
㉓白トレイ
㉔ペットボトル

⑥新聞
⑦段ボール
⑧雑誌・雑紙
⑨白色紙パック

⑩銀色紙パック
⑪白色紙カップ
⑫紙芯
⑬シュレッダーくず
⑭その他紙

③スプレー缶
②スチール缶
①アルミ缶

㉕ペットボトルキャップ

危険物系工房

ガラス・びん工房

プラスチック工房

プラスチック工房

紙工房

缶工房

危険物系工房

ガラス・びん工房

紙工房

缶工房

事務室

㊱㉝④
⑤

㉜㉞

⑳　⑲㉟㉗

UP

UP

UP

UP

UP

UP

㊲リユースショップ「輪廻」

1 階平面図　S＝1/300

2 階平面図　S＝1/300

3 階平面図　S＝1/300

4 階平面図　S＝1/300

㊲まだ使えるもの
㊱割り箸・木・竹
㉝木製粗大ごみ
④金属製キャップ
⑤雑金属

㉜金属製粗大ごみ
㉞布団・絨毯・畳
⑲衣類・毛布
⑳その他布
㉟塩ビ・ごむ製粗大ごみ
㉗鏡・水銀体温計

㊲リユースショップ「輪廻」

手芸教室

木工教室金属工房

手芸教室ゴム系工房

木工教室金属工房

ゴム系工房

基礎下端

1FL

2FL

3FL

4FL

最高高さ

トイレ

リユースショップ「輪廻」

ごみ活動

ごみ活用

おおきいごみ棟断面図 S=1/300　(S15)
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びん工房

プラスチック工房

紙工房

缶工房

ちいさいごみ棟断面図　S=1/300（S16）　
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危険物系工房
びん工房

ちいさいごみ棟の危険物類分別部分。床の表示に従って分別するので誰でも簡単に分別できる。
隣では収集業者がたまったごみを収集している。

おおきいごみ棟の分別のようす。ごみの分類ごとに床の色が分かれている。

プラスチック工房の様子。普段リサイクルセンターで行われる粉砕や圧縮を体験できる。

ロータリーからおおきいごみを運ぶ。



No.3

ものづく Re: 棟

No.4

まなびや棟

アーティストが作品製作期間中住みこみで制作活動を行う棟。2 つのアトリエはこの棟の居住者が時間予約制で使うことができる。
また、これまで街の外れのクリーンセンターで日用品の修理等の活動をしていたひらかた夢工房のアトリエをこの駅前のものづく Re: 棟に移設し、多くの人に活動
をアピールする機会を創出する。

ごみ活についてあらゆる方法で学ぶ棟。具体的には、カフェで訳あり野菜などの廃棄食材を使用し、そのごみを堆肥化して畑の肥料にすること
( コンポストガーデン ) や、ブックリユースを体験すること、ごみに関する本を読むこと、ごみの講義を受けたり、ごみを使うアーティストの公演を観賞することが
できる。

工房で製作した一般アートと、アーティストによるアートの展示、販売を行う。ここで展示するアートはすべてごみから作られるアップサイクルアートとする。
棟の一角にごみを分別する前に洗うクリーニングルームがあり、ごみ活の原点と終着点がこの棟で交わる。ごみを洗う際にアートが見えることでごみ活意欲の向上
が期待できる。（各ごみのアートの種類については 3 枚目に添付の QR コードを参照）

ひらかた夢工房アトリエ（貸 ) アトリエ 1 （貸 ) アトリエ 2 （貸 ) アトリエ 3 （貸 ) アトリエ 4

ライブラリ

hai カフェ ( 廃棄食材を使う )

もらわんかライブラリ
( ブックリユース )

堆肥化エリア

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

クリーニングルーム
クリーニングルーム

洗濯機 洗濯機 洗濯機洗濯機 洗濯機 洗濯機

作品倉庫兼展示 作品倉庫兼展示
ラウンジ

屋上庭園

UP

UP

UP

UP

UP

UP

ACT1 ACT2
ACT3 ACT4 ACT5　　　　　　　　　　　　　　ACT6

UP

UP

UP

UP

UP UP

大ホール

控室 控室

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

( 貸 ) 居住スペース 1 ( 貸 ) 居住スペース 2 ( 貸 ) 居住スペース 3 ( 貸 ) 居住スペース 4 ( 貸 ) 居住スペース 5 ( 貸 ) 居住スペース 6

1 階平面図　S＝1/300

2 階平面図　S＝1/300

3 階平面図　S＝1/300

4 階平面図　S＝1/300

活動例･･･ワークショップ、少人数での会議、古着の販売、小規模の公演、廃棄食材の販売・調理教室

もらわんかライブラリの語源は「くらわんか船」。昔枚方では、くらわんかといいながら人をもてなしていたことが有名。
もらわんかライブラリではいらなくなった本を自由に読んだりもらっていい。

活動例･･･ごみ堆肥化講習、ごみアーティスト公演 ( 布を切ってその場でアートを作る仕立て屋サーカス等、ごみを使うアーティスト )

1 階平面図　S＝1/300

2 階平面図　S＝1/300

3 階平面図　S＝1/300

4 階平面図　S＝1/300

アーティストアート展示

アーティストアート展示

アーティストアート展示

アーティストアート販売

一般アート展示・販売

屋外展示

屋外展示

屋外展示

屋外展示

1 階平面図　S＝1/300

2 階平面図　S＝1/300

3 階平面図　S＝1/300

4 階平面図　S＝1/300

展示スペースからクリーニングルームが見える

No.5

アートサイクル棟

アーティストが住みこみで制作を行い、活動をアピールする。

まなびや棟の ACT を古着リユースショップとした使用例。 コンポストガーデン。カフェででた生ゴミの堆肥化体験。

もらわんかライブラリの様子。本を提供した人ともらったひとのコメントを壁に貼ることで間接的ごみニケｰションを図る。

クリーニングルームでごみを洗う。洗いながらアートが見える。
工房から橋を渡ってアートサイクル棟へ向かう。

ごみからアートになる流れを認識できる。


